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講師：石野 雅也氏（東京大学 素粒子物理国際研究センター） 
日時：5月２日（金） １７：００～１８：００ 
場所：神戸大学 理学部棟 Z103 教室（対面） 

（本談話会は先端科学融合特論Aを兼ねます） 
 
 素粒子物理学の「学問の流れ」をあらためて俯瞰すると、精密測定による実

験結果が既知の物理法則と（わずかに）異なることを手がかりに、より高いエ

ネルギー領域で実験を行い、新粒子・新現象を発見することで、学問が進歩し

てきた例が多く見られます。 

 

 現在の素粒子物理学は、ヒッグス粒子の発見とその性質の測定を通じ、電弱

スケールまでの物理現象を記述できる標準模型を確立しました。しかし、未統

一の相互作用、暗黒物質の正体、物質優勢の宇宙が形成されたメカニズム、質

量階層性問題など、未解決の課題が多く残されています。新たな物理がより高

いエネルギースケールに存在すると考えるのが自然である一方、そのスケール

がどこにあるのか、科学的根拠をもって予測できていません。 

 

 このような状況において、素粒子物理学を次のステップへと進める現実的か

つ有力な手段の一つが、「電子・陽電子衝突型リニアコライダー計画」です。

電子・陽電子衝突による高精度な測定と、線形加速器という形状が可能にする

衝突エネルギーの拡張性を考慮すると、既存の技術水準において最も優れた、

合理的なアプローチと考えられます。 

 

 本講演では、リニアコライダーによる物理研究の可能性、加速器の開発状況、

そして同様の目的を持つ他の計画との比較を通じ、この計画の意義・アイデアに

ついて議論します。 
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高エネルギー加速器によって拓く素粒子物理学の次の展開 
―ヒッグス場の精密測定から新物理の直接探索への発展をリードする 

 「リニアコライダー計画」― 
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